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１．所管からの報告事項について 

次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、報告済みとした。 

（１）定住自立圏形成協定（案）について 

 

２．その他について 

  なし。 

 

３．次回委員会の日程について 

  ５月26日（月）午前９時00分から第一委員会室で開催することに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 総務文教常任委員長  大 谷 久美子  ○印 
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                                      平成26年５月20日 3 
 4 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 5 
 6 

 7 

        滝川市長 前 田 康 吉 8 

 9 

   総務文教常任委員会への説明員の出席について 10 
 11 

 平成26年５月15日付け滝議第37号で通知がありました総務文教常任委員会への説明員の出席要求について、次の 12 

者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 13 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 14 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 15 
 16 

記 17 

 滝川市長の委任を受けた者 18 

  総務部次長      五十嵐 千夏雄 19 

  総務部企画課長                   深  村 栄 司 20 

  総務部企画課長補佐・大学連携室長          稲 井 健 二 21 
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 37 
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《総務部》 39 

（１）定住自立圏形成協定（案）について   （資料）企画課 40 

 41 
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 43 

２．その他について 44 
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 47 

３．次回委員会の日程について 48 
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 54 

第37回 総務文教常任委員会 55 

H 2 6 . 5 . 2 3  (金 ) 1 3： 3 0～ 56 

第 一 委 員 会 室 57 

開  会 １３：３０ 58 

委 員 長 それでは、第37回総務文教常任委員会を開会いたします。 59 

 連日引き続いております。皆さんもお疲れかと思いますが、よろしくお願いい 60 

たします。また、きのうの予定がきょうに変更になっておりまして、説明員の 61 

方にもご迷惑をかけていると思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 62 

 委員動静報告 63 

委 員 長 動静についてですが、水口委員は欠席でございます。委員外議員として木下議 64 

員、傍聴に窪之内議員が出席しております。 65 

 １．所管からの報告事項について 66 

委 員 長 それでは、１、所管からの報告事項、（１）、定住自立圏形成協定（案）につ 67 

いて説明を求めます。 68 

 （１）定住自立圏形成協定（案）について 69 

深村課長 本日の総務文教常任委員会でございますが、本来であれば総務部長並びに総務 70 

部次長が出席をして本日所管からの報告をさせていただきます事項について皆 71 

様に審議をお願いするところではあったのですが、きょうあいにく別用務が当 72 

初から入っておりまして、本日のこの委員会に出席することができません。し 73 

たがいまして、本日は企画課職員３名で委員会のご説明をさせていただくとと 74 

もに、皆様にもご審議方どうぞよろしくお願いいたします。 75 

安田主査 （別紙資料に基づき説明する。） 76 

委 員 長 説明が終わりました。 77 

 質疑ありますか。 78 

渡  辺 ２点お願いします。 79 

 １点目は、スケジュール表等の連携の市町の議会まではわかるのですが、その 80 

右側は一般市民と考えて、どんなことがこれからの11月までに一般市民のとこ 81 

ろへ、例えば広報のところはどの辺でとか、そういうのがちょっとあればおっ 82 

しゃってください。 83 

 ２点目は、現段階で中心市の２市では余り問題はないのかもしれませんが、そ 84 

の他のところでもし何か問題点とか、そういうようなことが出ていましたらお 85 

願いします。 86 

稲井課長補佐 １点目のご質疑、スケジュールの中で各市町の一般市民、住民に対しての広報、 87 

どういった形で周知、知らしめるのかということでございますが、例えば滝川 88 

市で申しますと今具体的に何月号ということではまだ想定しておりませんが、 89 

８月から10月の中で行われますビジョン懇談会の経過ですとか、そういったも 90 

のも含めて適切なタイミングを考えながら周知は行ってまいりたいと思います 91 

し、ほかの連携市町等につきましても同じような形で行われていくのではない 92 

かと考えてございます。 93 

深村課長 問題点ということでのご質疑だったかと思うのですけれども、これは当圏域の 94 

事例にかかわらず、まず広く全国的な話になるかとは思うのですが、中心市に 95 

対しまして周辺の市町村を周辺市町というような表現をこれまでしていたもの 96 

ですから、どちらかというと中心市だけが栄えてしまって周辺市町は寂れてい 97 
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くのではないかというような感じで受けとめていた向きもあったように伺って 98 

おります。そこで、総務省といたしましてもその表現を若干変えて関係市町、 99 

あるいは連携市町のような形で、そういう表現にして中心市のみならず周辺も 100 

ともに取り組みを役割分担しながら進めていって圏域全体で発展につなげてい 101 

こうということになっていると思われますので、そうした面においては現時点 102 

で問題点というか、そういったものを抱えているということは当圏域において 103 

もございません。 104 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 105 

渡  邊 この別表一覧の協定事項１から18まであります。それと、形成協定についてと 106 

いうところの２つ目の枠、ここにａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅというふうに入っていっ 107 

ているのですけれども、これというのは協定事項をここに載せているのか、ち 108 

ょっと数字的にどうなのか、全部載っているのか、ちょっと数が１つ多いとか 109 

なんとか、項目がふえたのかどうか伺います。 110 

 協定のやることは、大体総務省でやれということでやっていることだと思うの 111 

で、ここでやりたいと強調するというか、全部が全部やればいいのですけれど 112 

も、何か強調するものというか、そういうものが何で出てこなかったのかなと 113 

いうのがあるのですけれども、それは専門部会、幹事会を通した中で副市町長 114 

会議もやった中でもんできたとは思うのですけれども、この段階でどういうよ 115 

うな話というか、もし出せるものであればどのようなもみ方、議論の仕方をし 116 

たのかお聞きしたいと思います。 117 

安田主査 １点目の質疑ですけれども、別表とこの３つの政策分野のａからｅというのが 118 

項目数が合っていないのではないかというご質疑ですけれども、こちらは定住 119 

自立圏形成協定についてという資料の３つの政策分野のａからｅ、圏域マネジ 120 

メントだけはａからｄですけれども、これは要綱に記載されている項目となっ 121 

ております。この中から１つ以上規定することとなっておりまして、これまで 122 

の専門部会とかの協議におきましては今このａからｅの下線が引いてある部分、 123 

生活機能の強化につきましてはａ、医療、ｂ、福祉、ｃ、教育、土地利用は記 124 

載していないのですけれども、ｅの産業振興、それ以外として環境ですとか防 125 

災、結びつきやネットワークの強化につきましてはａ、地域公共交通、ｂ、Ｉ 126 

ＣＴインフラの整備、ｃ、道路等の交通インフラの整備、ｅ、地域内外の住民 127 

との交流、移住促進、あと圏域マネジメント能力の強化につきましてはａの人 128 

材育成、この項目を選択して別表に記載しております。 129 

稲井課長補佐 ２点目でございますけれども、これまでの議論の中で特に強調すべきもの、そ 130 

ういったものの議論がなかったかということでございますが、18項目の協定項 131 

目の中に含まれている形になりますけれども、議論の中では数点特に議論とし 132 

て項目に挙がった中身がございます。例示でありますけれども、地域防災の関 133 

係ですとか、地域の人材育成の関係ですとか、そういった部分で数点、理事者 134 

または副市町長会議の中でも議論に至っているという項目は数点ございます。 135 

ただ、これを具体化するという流れについては、また今後のビジョン懇談会等 136 

の経過を踏まえてということになってまいります。 137 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 138 

柴  田 前回の委員会でちょっと読み込み不足でもう一回説明してくれということで、 139 

きょうはさまざまな資料を用いて今後の流れも含めて非常にわかりやすいご説 140 

明をいただいてありがたいなと思っています。 141 
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 そこで、今回の協定書の別表一覧は、どちらかというと既存の事業をそれぞれ 142 

各自治体で持ち寄りながら共通の項目として並べたのであろうと。そういうこ 143 

ともまた説明されましたけれども、知りたいのはやはりこのプライオリティー 144 

というのか、優先順位、滝川市として今後この定住自立圏協定を結んで以降、 145 

特に力を入れていかなければいけないという分野が当然この中には含まれてい 146 

ると思うのです。それで、今の時点で言いづらい、ほかのまちもあることだか 147 

ら、それは言いづらいのはわかるのですけれども、やはり滝川市議会としては 148 

この点についてはなるべくこの協定書、あるいはビジョンをまとめて以降各自 149 

治体と個別に協議をして近い将来にしっかりと実現していきたいというものが 150 

多分この18項目の中に幾つか含まれていると思うのです。説明できる範囲でい 151 

いので、まだ固まっていないということもあるかと思いますけれども、伺える 152 

範囲でちょっとご説明をいただきたいと思います。 153 

深村課長 先ほど稲井補佐からもちょっとご説明させていただいた特に強調すべき点とし 154 

て何点かの中に防災であったり、それから人材育成ということでお話をさせて 155 

いただきました。この協定は、あくまでも大きな取り組みのくくりとしてまず 156 

は整理されているため、実際イメージしにくい部分も確かにあろうかとは思い 157 

ますが、その部分につきましては今後のビジョン懇談会で細かなものは整理を 158 

していくと。その中で重点的なものも強調してあらわれることになるのかなと 159 

思っておりますので、少なくとも現時点でちょっと滝川市としてはぜひここと 160 

いうことはなかなか申し上げられにくいということはご了承いただければなと 161 

思います。 162 

柴  田 わかっていて聞いてはいるのですけれども、ただやはり定住自立圏というのは 163 

第一義的にはこの７月に向けて締結をして各議会の承認を得て、非常に悪い言 164 

い方ですけれども、さっさと特交を確定させてその次のステップに進む段階に 165 

来ていると、その上でビジョンということですよね。確かに中心市で、先ほど 166 

周辺市町を言いかえて関係市町とか、大変これから微妙な作業が必要なので、 167 

そこら辺を酌み取ってくださいよ、言いづらいですよというのはわかるのだけ 168 

れども、ただやっぱり滝川市としてこれから、別に滝川だけが発展していくの 169 

ではなくて、この圏域を発展させていくためには滝川が中心市となって関係自 170 

治体を巻き込んでこの地域の発展を目指すのだというやはり基本的な考え方が 171 

あってしかるべきだと思うのです。ですから、それを関係市町に強要するだと 172 

かではなくて、それは個別自治体と話し合って決めていくことなので、滝川市 173 

が重要と考えている未来に向かってのビジョンというのはやはり今の段階で何 174 

らかの形でほのめかしていただかないと、我々としてはビジョンが全部固まっ 175 

て、こんなところが重点かよとならないように、なぜかといったら７月は協定 176 

なのです。だから、好き勝手なことを議会も言えるのだけれども、その後のビ 177 

ジョンはあくまでも総務省、あるいは道に対する報告のための議会説明に終始 178 

すると思うのです。そこで、議会としては基本的には市民のパブリックコメン 179 

トも含めて地域の方々の意見を尊重するということはあるのですけれども、滝 180 

川市の議員にとってはこれから将来に向けて滝川がここの中核市としてしっか 181 

りとつくり上げていかなければならない部分というのは議員それぞれに考え方 182 

があると思うので、そこら辺をきょうのところはちょっとまあまあと、７月の 183 

協定の締結が終わったら少しやろうかなというのでもいいのですけれども、そ 184 

こら辺もう一度ちょっと課長に聞いておきたいと思います。 185 
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深村課長 十分お含みおきをいただいた中でのご質疑と承知はしているのですけれども、 186 

これまでも関係５市５町は広域圏という枠組みの中で共同処理等も行ってきた 187 

経過もございます。それが今度定住自立圏ということで形を若干変えながらも、 188 

また連携しながらここの圏域に人口定住を促進させていくための今回の取り組 189 

みでございますので、そういう面においては重要事項、あるいは将来的に考え 190 

られる課題というのはこれからビジョン懇談会等を進めていく中で出てくると 191 

思いますので、重ねて同じ答弁に終始して申しわけないのですけれども、そう 192 

いった中でもちろん圏域全体にとってメリットのあるもの、その中でも特に中 193 

心市としてもという部分も整理されていくとは思いますので、その辺はちょっ 194 

とそういう答弁でご了解いただければと思います。 195 

柴  田 わかるけれども、先ほど稲井補佐がおっしゃったような例えば人材育成と防災 196 

を強調していますけれども、そんなこと言われても、はい、そうですかと、周 197 

辺自治体といろいろ協議した結果協調すべき点はここら辺かなというのはわか 198 

るのですけれども、もうちょっと、防災も人材育成も入ってもいいけれども、 199 

例えばここで言う分野であれば医療だとか教育だとか、それぐらいのことは別 200 

に言ったって的には当たらないと思うのです。だから、そういうことをぜひと 201 

もこれからの委員会の中でこういったことも積み重ねの中で強調すべき政策と 202 

して打ち出されてきましたよというような形で報告していただければ、何とな 203 

く我々も伝わる部分があるのですけれども、きょうの説明でいったら防災と人 204 

材育成と言われてもこれでは飯は食えないだろうと多分なってしまうので、そ 205 

こら辺をこれからちょっと報告の中で頭に置いてご説明をいただきたいなと思 206 

います。どうでしょうか、深村課長。 207 

深村課長 今の委員のご意見含めて今後適切に報告をしていきたいと思います。 208 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 209 

副委員長 ここまでくるのにいろいろとあったというか、非常に難しいところをまとめて 210 

きたなと思っています。それで、非常に前任者も大変苦労してここまできたの 211 

でないかなと思うのですが、ちょっと具体的なイメージではわからないのだけ 212 

れども、この協定なるものだけれども、分野別に、この分野については関係市 213 

町、滝川市と赤平と芦別が協定するとか、そういうような個別具体的なことが 214 

どういうふうなイメージになっているのか、それが１つと、この予算の関係な 215 

のだけれども、この予算の関係についてはいわゆる4,000万円、今回中心市が２ 216 

つだから、それが分かれると思うのだけれども、これの全体を動かすときの予 217 

算、それはどういうようなイメージになってくるのか。いわゆる関係市町村が 218 

1,000万円で、滝川市等が2,000万円だったら3,000万円の範囲の中でのやりくり 219 

になってくるのか。 220 

 それと、もう一つは、中心市が２つあるということで微妙に難しいような気が 221 

する。どちらがイニシアチブをとるかというようなこともあるものだから、中 222 

心市と周辺の市との中での中心市でこの分野についてはどちらがイニシアチブ 223 

をとってこの事務を進めていくとか、そういうことがあるような気がするのだ 224 

けれども、その辺のことについてどういうふうな論議をしてきたのか。 225 

 それと、もう一つは、これを進めるときに事務局はどういうところに置いて誰 226 

がいわゆる音頭をとるのかと。砂川がとるのか、滝川がとるのかというような 227 

ところについて具体的なイメージがあるのか。 228 

 それと、もう一つは、僕はこれからの市政の中でも人材とか防災とかいろいろ 229 
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あるけれども、もう少しアクティブにやっていく中では環境だとかエネルギー 230 

だとか、そういう分野についてもいろいろあるのでないかなと思う。ただ、今 231 

あることを交付税をふやすだけの問題でやるのではなくて、もう少し将来に向 232 

けた発想があってもいいような気がするのだけれども、これからそういう発想 233 

が出てくるのか、私は合併のときに合併委員になっていたのだけれども、すご 234 

く滝川のイニシアチブがあのときもあったから、そういう意味では非常にそう 235 

いうアイデアをやはり滝川が、今柴田委員が言ったけれども、現実問題として 236 

は、出していかなかったらだめなような気がするのです。だから、その辺のこ 237 

とも含めてどこでどういうふうに論議されていくのか。 238 

 それと、もう一つは、予算がそこに偏重されると言ったら変だけれども、例え 239 

ばこれについては雨竜が主体的になってくると、そのときに雨竜がそれなりの 240 

予算をつけるとか、ここに載っているのだけれども、この第４条で相互の受益 241 

の程度を勘案し、当該経費を負担するものとするとなっているのです。そうい 242 

うことだったら、関係するところで予算を出すような仕組みになるのかなと思 243 

って今読んでいたのだけれども、そこも含めて答えれる範囲で答えてください。 244 

稲井課長補佐 それでは、順にお答えをさせていただきたいと思います。 245 

 １点目でございますけれども、カテゴリーごとに関係する相手方が違ったり、 246 

そういったことがあるのではないかという中での協定形態ということなのです 247 

が、圏域の事例を調べますと１つのパターンは全て同じ項目で、関係市町とも 248 

全部同じ項目で協定を結んでしまうというパターンが１つ。 249 

（「５市５町全部か」と言う声あり） 250 

稲井課長補佐 はい。５市５町、中心市と連携市町との１対１の協定の中で同じ協定書を使う 251 

という形が１つのパターンであります。 252 

     （「カテゴリーごとにというか」と言う声あり） 253 

稲井課長補佐 はい。例えば今ご提案といいますか、ご説明を申し上げている18項目を掲げて、 254 

これを中心市である滝川市、砂川市と何々町という形でこの18項目の協定を結 255 

びますと。それは、ほかの町、市とも同じ項目で18項目で共通の協定を結んで 256 

しまうというパターンがまず１つあります。もう一つは、例えば医療ですとか、 257 

環境ですとか、特に実際に連携をするであろう、またはしている項目に限って 258 

ここのまちとは３項目で協定、ここのまちとは４項目で協定とか、そういうふ 259 

うにばらばらの協定書にして全体が圏域ですよというような形で協定を結ぶ場 260 

合と２種類大きくあるのですが、今滝川市、砂川市が中心市として協定を結ぶ 261 

ことを考えておりますのは前者のほう、中空知５市５町全体一個同じ協定書を 262 

使ってこの18項目の協定の中で結んでいきましょうという考え方であります。 263 

実際に例えばですけれども、赤平市とは非常に深い関連があるとか、芦別市と 264 

は少し関連が薄いとか、そういったことはこの18項目の中での濃淡というのは 265 

あるかと思いますが、必ずしも今現在100パーセント連携が行われているもので 266 

なくても今後の５年間の中で少しでも連携が進むというふうに想定されるもの 267 

も協定項目としては入れることが可能ですので、そういった中で首長の会議等 268 

で共通の協定書を結んでいくという方向性については了承を得ているというこ 269 

とになっております。 270 

 それから、２点目でございますけれども、実際に動かすときの予算ということ 271 

でございますが、定住自立圏に掲げます事業といいますのは、この18項目の協 272 

定書に基づいて非常に多くの事業が想定をされるのですけれども、その場合に 273 
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一つ一つの予算の組み方というのは例えば定住自立圏予算ということで１つの 274 

財布に用意をするというようなイメージではなくて、例えばごみ処理であれば 275 

一部事務組合の形式の中でそれぞれの市町がルールに基づいて負担金を持って 276 

いるかと思いますけれども、そういった形で事業ごとにどういう形で負担金を 277 

持つのかということはそれぞれで整理されるという形になります。ですから、 278 

既存事業をここに入れる場合においては今持っている予算額、こういったもの 279 

が計上されていくというような形になります。それらを包含して定住自立圏構 280 

想に関する予算としてビジョンの中に数字が計上されていくような格好になり 281 

ます。ですから、新たな事業をもしこれから始めるということになりましたら、 282 

その事業についてどういう費用負担をするのが適切なのかということは、それ 283 

は議論を経てまた予算措置がそれぞれのまちで行われるということが想定され 284 

ます。 285 

 ３点目でありますけれども、中心市のイニシアチブをどちらがとるのかという 286 

ことでございまして、中心市はあくまでも複眼型という中では滝川市、砂川市 287 

の優劣というのは基本的にはないということになります。ただ、進め方として 288 

ですけれども、例えば各分野、７つの部会を設置してきた経過もありますけれ 289 

ども、そういったところでどちらがその部会長を担うのかとか、副部会長を担 290 

うのかと、そういう分けの中では砂川市の関連の深い分野については部会長を 291 

やっていただいたりと、そういったことは実際には運用上はございます。 292 

 それから、４点目、事務局について予算執行の関係ですが、負担、例えば定住 293 

自立圏、今年度の予算の中身でいいますと、予算の負担自体は滝川市と砂川市 294 

の国勢調査に基づく人口案分によって比率を決めまして、それによって今年度 295 

かかる費用については負担をするという決めになってございます。滝川市の人 296 

口と砂川市の人口の割合、砂川市はおおむね30パーセントぐらいになると、滝 297 

川市70パーセントぐらいになりますが、そういう費用負担の案分という形にな 298 

っておりまして、実際にその予算を今執行するのは滝川市側でということで予 299 

定しておりまして、砂川市については負担金という形で滝川に歳入という形で 300 

入ってくるというようなやり方を今想定をしております。これは、事務関連の 301 

経費とご理解をいただきたいと思います。今進めるに当たっての事務関連の経 302 

費であります。 303 

 それから、５点目でありますけれども、環境、エネルギー分野ということでご 304 

ざいます。これは、分野としては総務省の要綱の中でも環境という分野がござ 305 

いますので、そういった範疇の中でエネルギー関連ということを対象にするこ 306 

とは可能ではあると理解をしております。今後のビジョン懇談会等の議論の中 307 

でそういったことも意見として出る可能性もあるかと思いますし、そういった 308 

中で１年で終わるビジョンではありませんので、今後の議論の中でそういった 309 

ことの必要性が高まってくればそういったビジョンに反映していく場合も議論 310 

の過程によってはあるのではないかと考えております。 311 

 それから、６点目、予算の偏重ということですが、例えばあるまちが中心的に 312 

なるものについては、それなりの予算をつける。予算のつけ方については、先 313 

ほどご説明しましたとおり事業ごとにどういう費用負担をすべきかということ 314 

の議論が出てまいりますので、必ずしも滝川市が多く持つとか、そういったこ 315 

とでは今の段階ではないと想定されます。 316 

副委員長 少しずつわかってきたのだけれども、事務の経費の割合としては人口割という 317 
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ことで、７対３。それで、ちょっと具体的な話を聞くのだけれども、今総務省 318 

とのいわゆる4,000万円の割合というのは単に人口割合になっているのか、その 319 

辺来る金額は具体的にどういうふうになっているのか。 320 

 それと、最後の部分についてはこれからの問題になるかもしれないけれども、 321 

この中でそれぞれの市町村で特徴を持ったことをやりたいと。同じ方向なのだ 322 

けれども、やはり奈井江はこれをどうしてもやりたいといったときに経費負担 323 

のことがこの協定からいくとそれぞれ費用負担の偏重はあるのだと協定に載せ 324 

ているから、そういうのがどういう段階で決まってくるのかなと思って、それ 325 

はどういうところで決まってくるのかということもちょっと聞いておきたい。 326 

これからいろいろ出てくるのだと思うけれども、今わかっている範囲での答弁 327 

を願います。 328 

深村課長 まず、事務の経費の割合という部分での話ですけれども、先ほど稲井補佐のほ 329 

うからも話があったように当初25年度までは中心市に4,000万円で、関係市町に 330 

1,000万円、これが26年、まだ国のほうから正式な通知は届いていないのですけ 331 

れども、中心市は8,500万円で、関係市町は1,500万円と、実は増額になる見込 332 

みなのです。例えばこの8,500万円の部分についても、先ほど中心市は国勢調査 333 

の人口によっておおむね７対３ということなので、これの７割が滝川市、３割 334 

が砂川市、そして残りの３市５町については1,500万円が単年度で特別交付税と 335 

して措置をされるということになろうかと思います。ただ、ちょっと補正の係 336 

数とか入るかもしれませんが、基本的な枠組みとしてはそれだけ金額が増額を 337 

される見込みであるということです。 338 

 あと、特徴的なことをというお話があったのですけれども、連携項目に載せて 339 

いるのは一応既存事業を現在はメーンにして載せていて、それも大きなくくり 340 

の中でやらせていただいていて、今度ビジョン懇談会の中で整理していってよ 341 

り具体的なものをやっていくという中においては基本的にはその事業を取り組 342 

んでいる以上各市町予算を持っているわけですから、各市町の特徴をもってこ 343 

の特別交付税を財源として新たに増額をしてもうちょっとここを強化していこ 344 

うということは十分考えられることであろうかと思います。また、逆にこのビ 345 

ジョンを策定した後も毎年の検証を進めていく中でこれが新たな課題として出 346 

てきたとか、圏域としてはもっとこの部分に重点を置いてやっていくべきでは 347 

ないのかとなった場合には、またそこで新たな項目を連携項目の一つに加えて、 348 

その財源としてこの特別交付税を充てるといった考えにも立つことができるの 349 

ではないかなと思っています。 350 

副委員長 それで、この事業は、これは定住自立圏の構想でやるのですよと。そういうも 351 

のが今後枠組みとして、予算の範囲だとかのことも含めてそういうものが報告 352 

されるような状態になるのだろうか。これは定住自立圏でやった仕事ですよと 353 

いうようなことにはならないで、後づけみたいな感じになるのか、その辺のイ 354 

メージというのはどうなるのか。これは定住自立圏でやった仕事だよとか、そ 355 

ういうものというのは後々出されてくるものなのですか。そういうのは報告さ 356 

れるのか伺います。 357 

稲井課長補佐 まず、ビジョンの中に予算といいますか、必要な経費を書き込むような形にな 358 

るのですが、それについてはもう既に行ってしまっている事業については例え 359 

ばですけれども、一部事務組合の負担金のような形で何々市幾ら、何々町幾ら 360 

というような形で入ってしまいますので、それについてはもう既に既存のビジ 361 
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ョンを見ていただくということになろうかと思いますし、これから例えば新た 362 

な事業を起こして定住自立圏のビジョンに盛り込んでやっていきましょうとい 363 

うことが出た場合には、予算書という形で定住自立圏の中に枠組みが全部まと 364 

まって入ることはないと思うのですが、議会の中では随時こういう事業につい 365 

て取り組むことを定住自立圏の中に含めて進めていきたいといったこともご報 366 

告をしながらという格好になると思います。 367 

委 員 長 ほかに質疑はありますか。 368 

渡  邊 こちらの構成及び策定までの流れで、第３章の圏域の将来像と載っているけれ 369 

ども、この部分というのはそれぞれの市町の総合計画、または首長の政策とい 370 

うのが大きく出てくるのかなと思うのですけれども、その辺の調整とは言わな 371 

いのだけれども、そういう絡みの議論というのはこの協定書を結んでも全然大 372 

丈夫なのかどうか。 373 

 それと、第４章でも具体的な取り組みというふうに入っていく、これは本当に 374 

書き込めるのかなと思うのだけれども、それも当然やるということで理解して 375 

いいのか。 376 

 それと、このスケジュール表、７月以降でビジョン懇談会を立ち上げると。構 377 

成、目的の中に入っているのですけれども、今までの滝川においてもこの構成 378 

されるメンバーというのはほとんどどこを見ても同じメンバーばかり入ってい 379 

る、これってどうにかこのビジョン策定の中で変える気がないのかどうか。意 380 

向の人を入れたいのはわかるけれども、公募をやっても来ないかもしれないけ 381 

れども、どうなのかなと。この構成の中には、分野別で呼ぶとかという考えが 382 

あるのか。それは、目的のところに関係者の意見を広く聞くとなっているから、 383 

当然呼ぶのかなと思うのですけれども、その懇談会の構成的な人数の規模とい 384 

うか、どこまでの範囲でやろうとしているのか伺います。 385 

稲井課長補佐 １点目でございますけれども、まず協定の締結がどうしても先に来てしまいま 386 

すので、非常に手続的に歯がゆいといいますか、ちょっと難しい部分があるか 387 

と思いますが、まずこのビジョン懇談会の中で想定しておりますのは圏域の将 388 

来像、こういったものをどう描くかということを一つの論点として懇談会を進 389 

めるということも想定をしてございます。この中で確かに各まちの首長の政策 390 

等はそれぞれの思いがあるかと思いますが、やはり中空知が今後発展、維持し 391 

ていくためにはこういう連携の中で人が住みやすいような圏域をつくっていく、 392 

そのためには何が必要なのかということをこの中空知の中でやはり考えていく 393 

ということになると思いますので、そういったことを論点にしてビジョン懇談 394 

会をひとつ進めていきたいと思います。その中で事前に協定の締結ということ 395 

が手続として先に来てしまいますので、ちょっとそこは順番としてはそういう 396 

形に制度上なっているということであります。 397 

 ２点目でありますけれども、第４章の具体的な取り組み、時間的なものも含め 398 

て、ここまで書き込めるのかということだと思います。実は、これもまた同じ 399 

くビジョン懇談会で十分に議論しなければならない中身なのですが、例えばこ 400 

の18項目に対して本当にそれぞれ関連する事業があるのかどうかということに 401 

ついては当然前段の推進会議の部会等の中で検証をしつつ、下地としては議論 402 

をしてきた経過がありますので、これに関連する事業についてはおおむねのも 403 

のは今書き込めるであろうという想定をしております。ただ、これを提示して 404 

ビジョン懇談会で当然議論をしていかなければいけないということになります 405 
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ので、最終的な中身については変わってくることも議論の過程によってはあり 406 

得るということであります。 407 

 それから、３点目、構成メンバーでございますけれども、実はこれについては 408 

まさに協定の議決をいただいた場合においては次のステップとしてどういう構 409 

成メンバーでビジョン懇談会を進めていくのかということが議論の過程にござ 410 

いますので、これについては推進会議の幹事会ですとか副市町長会議とそれぞ 411 

れ順次必要な議論を経て確定をしていきたいと思います。ただ、今事例等調査 412 

している中では、画一というお話もありましたけれども、それぞれの分野に関 413 

連する方々もある程度含められるような形がとれないかということは想定とし 414 

ては考えてございます。また、各市町の中でもどういった分野の方を出したい 415 

という意向もあるのではないかと推察されますので、幹事会等で検討を進めて 416 

いきたいと思っております。 417 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 418 

（なしの声あり） 419 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 420 

 ２．その他について 421 

委 員 長 それでは、その他について委員から何かありますか。 422 

（なしの声あり） 423 

委 員 長 事務局から何かありますか。 424 

（なしの声あり） 425 

 ３．次回委員会の日程について 426 

委 員 長 次回委員会の日程につきましては５月26日金曜日、午前９時から第一委員会室 427 

で開催いたします。 428 

委 員 長 それでは、以上で第37回総務文教常任委員会を閉会いたします。 429 

 ご苦労さまでした。 430 

閉  会 １４：２４ 431 

 432 


